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次のとおり報告します。 

 

１ コミュニティ名 

ＪＩＳＳＥＮＫＥＮ！ 

 

２ 研究テーマ 

中学校社会科における授業実践を通した授業力の向上 

 

３ 研究の目的 

京都府内（特に山城・乙訓教育局管内）に所属する経験年数15年目以下の社

会科教員が日々の授業実践を定期的に公開・交流することで授業力の向上を図

る。 

 

４ 研究の成果と課題 

成果 

①「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、特に「ICTを効果的に活用

する授業」についての研究を進められた。 

 ②京都府デジタル学習支援センター 居合先生をお招きして、より効果的な

「ICTを活用した授業デザイン」「ICT教育における生徒や学校への効果」

などについて知り、授業改善の視点からも大変有意義な機会となった。 

③今年度も、教育局を越えた教員でコミュニティを構成できたこと、城陽久

御山中学校教育研究会社会科部会と連携を図ることができ、京都府内社会

科教員のネットワークをより広げることができた。 



課題 

①３年間で築き上げたメンバー内の関係や他組織との連携を軸として、より

一層勤務校や京都府内での社会科教員のネットワークを広げることが必要

である。 

 ②今後も、本コミュニティメンバーが京都府の社会科中堅教員としての自覚

をもち、リーダーシップを発揮しながら、「主体的・対話的で深い学び」

を実現するための研究に努めたい。 

 

５ 研究成果の波及方法 

①各校の研究授業での授業者を率先して行い、研究成果を波及する。 

②活動で得た知識や手法等を、勤務校や地域に広げる。 

 

６ 研究（活動）実績※ 

年月 研究（活動）内容（具体的に記載） 活動場所 

令和４年12月 

 

 

 

令和５年１月 

 

 

①研究授業  

授業者：長谷川 一 教諭 

②事後研究会 

 

①研究授業 

授業者：天野 洋平 教諭 

②講演「ICTを効果的に活用した協働的な学び」

講師：居合 佑樹 研究員 

（京都府デジタル学習支援センター） 

③事後研究会 

④本年度のまとめ 

京田辺市立田辺

中学校 

 

 

城陽市立南城陽

中学校 

 

 


